
(57)【要約】

【課題】　蛇口の何処をひねっても常に安全な水が供給

できる水質浄化水道管。

【解決手段】　上水道管（１）の内側モルタル層（２）

にマイナスイオン効果及び４～１４ミクロンの遠赤外線

放射物質の効果の有るトルマリン鉱石、花崗岩、滑石等

の窯土類の粉石、粉末、炭粉粒を混合し、その内側に同

様の樹脂被膜層（３）の特殊コーテイングを施し、又樹

脂製の上水道管に、マイナスイオン及び遠赤効果の更に

強いトルマリン鉱石等の微粉末体を混合し成形したこと

を特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 水 道 管 （ １ ） の 内 側 の モ ル タ ル 層 （ ２ ） 及 び 樹 脂 被 膜 層 （ ３ ） に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 及 び
４ ～ １ ４ ミ ク ロ ン の 遠 赤 外 線 放 射 物 質 の ト ル マ リ ン 鉱 石 、 花 崗 岩 、 滑 石 等 の 窯 土 類 の 岩 石
の 粉 石 、 粉 末 、 及 び 炭 粒 粉 を 混 合 成 形 し た 水 質 浄 化 水 道 管 。
【 請 求 項 ２ 】
樹 脂 製 の 上 水 道 管 （ ４ ） に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 及 び ４ ～ １ ４ ミ ク ロ ン の 遠 赤 外 線 放 射 物 質 の
ト ル マ リ ン 鉱 石 、 花 崗 岩 、 滑 石 等 の 窯 土 類 の 岩 石 の 微 粉 末 体 を 混 合 成 形 し た 水 質 浄 化 樹 脂
管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 水 道 管 の 内 側 モ ル タ ル 層 及 び 樹 脂 被 膜 層 に マ イ ナ ス イ オ ン 及 び ４ ～ １ ４
ミ ク ロ ン の 遠 赤 外 線 放 射 物 質 の ト ル マ リ ン 鉱 石 を 筆 頭 と す る 、 鉱 石 、 花 崗 岩 、 滑 石 等 の 窯
土 類 の 岩 石 の 粉 石 、 粉 末 、 及 び 炭 粒 粉 を 混 合 成 形 し た 、 上 水 道 浄 化 水 道 鋳 管 及 び 樹 脂 管 で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 水 質 浄 化 の 装 置 の 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 　 　 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ８ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ は 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
　 従 来 、 各 家 庭 に 施 設 さ れ て い る 水 道 管 は 、 普 通 の 水 道 管 で 、 何 等 、 水 質 浄 化 の た め の 工
夫 は 為 さ れ て お ら ず 、 最 近 悪 化 の 一 途 を た ど る 水 質 汚 染 に 対 し 、 行 政 サ イ ド も 塩 素 の 量 を
増 や し た り 、 消 毒 殺 菌 に 重 点 を 置 い た 対 策 の 為 、 残 留 塩 素 の 問 題 、 即 ち 塩 素 か ら 発 ガ ン 性
物 質 ト リ ハ ロ メ タ ン が 生 成 さ れ る 等 の 大 き な 社 会 問 題 に 発 展 し 、 人 々 は 自 己 防 衛 上 、 い ろ
い ろ の 浄 水 器 や 浄 水 装 置 を 取 り 付 け た り 、 ス ー パ ー 等 で 安 全 な 水 を 購 入 し た り 等 、 そ の 対
策 に 日 夜 神 経 を と が ら せ て い る の が 現 状 で あ る 。
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 欠 点 を 除 く た め に な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 水 道 管 （ １ ） の 内 側 の モ ル タ ル 層 （ ２ ） 及 び 樹 脂 被 膜 層 （ ３ ） に マ イ ナ ス イ オ ン 及 び
４ ～ １ ４ ミ ク ロ ン の 遠 赤 外 線 放 射 物 質 の ト ル マ リ ン 鉱 石 、 花 崗 岩 、 滑 石 等 の 窯 土 類 の 岩 石
の 粉 石 、 粉 末 及 び 炭 粒 粉 を 混 合 成 形 し 、 樹 脂 管 （ ４ ） に は マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 の 更 に 強 力
な ト ル マ リ ン 鉱 石 等 の 微 粉 末 体 を 混 合 成 形 し た 水 質 浄 化 樹 脂 管 を 適 用 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 水 道 管 （ １ ） の 内 側 の モ ル タ ル 層 （ ２ ） 及 び 樹 脂 被 膜 層 （ ３ ） に マ イ ナ ス イ オ ン 効 果
及 び ４ ～ １ ４ ミ ク ロ ン の 遠 赤 外 線 放 射 物 質 の ト ル マ リ ン 鉱 石 、 花 崗 岩 、 滑 石 等 の 窯 土 類 の
岩 石 の 粉 石 、 粉 末 、 及 び 炭 粒 粉 を 混 ぜ 合 わ せ た 管 を 成 形 す る 。 又 上 水 道 樹 脂 管 に は 、 ト ル
マ リ ン 鉱 石 等 の 微 粉 末 体 を 混 ぜ 合 わ せ た 管 を 成 形 す る 。
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 造 で 、 上 水 道 管 の 内 側 に 施 さ れ た モ ル タ ル 層 、 樹 脂 被 膜 層 を マ
イ ナ ス イ オ ン 及 び 遠 赤 放 射 効 果 の 有 る 上 水 道 水 質 浄 化 水 道 管 に 転 化 し 、 又 上 水 道 樹 脂 管 に
は 、 マ イ ナ ス イ オ ン 及 び 遠 赤 効 果 が 更 に 強 力 に 作 用 す る ト ル マ リ ン 鉱 石 等 の 微 粉 末 を 混 合
成 形 し た 水 質 浄 化 樹 脂 管 で あ る 。
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　 こ れ を 使 用 す る 時 は 、 水 道 本 管 、 支 管 、 各 家 庭 引 き 込 み 用 細 管 を 問 わ ず 、 水 道 施 設 事 業
者 が 従 来 通 り の 施 行 方 法 で 本 発 明 水 道 管 を 施 行 す る だ け で 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 各 家 庭 で 安 全 な 健 康 増 進 に 役 立 つ 水 を 、 ど の 場 所 の 蛇 口 を ひ ね っ て も 、 い つ
で も ど こ で も 供 給 で き る よ う に 、 水 道 管 そ の も の を 遠 赤 効 果 の 特 に 強 い ト ル マ リ ン 鉱 石 や
炭 等 を 利 用 し て 、 マ イ ナ ス イ オ ン 放 出 効 果 を 強 力 に 引 き 出 し 、 水 を 瞬 時 に 浄 化 す る 効 果 の
有 る 水 道 管 で あ る 。 特 に 本 考 案 の 最 重 要 構 成 で あ る ト ル マ リ ン 鉱 石 は 別 名 電 気 石 と も 呼 ば
れ 、 永 久 的 に マ イ ナ ス イ オ ン や 静 電 気 を 放 出 し 続 け る 特 性 が あ り 、 こ の マ イ ナ ス イ オ ン が
健 康 増 進 維 持 の た め に 非 常 に 役 立 つ こ と は 、 今 日 は 衆 知 の 事 実 と な っ て お る 。 そ し て こ の
鉱 石 は 特 に 、 水 の 存 在 す る 所 や 、 水 圧 の か か る 所 で 特 に そ の 特 性 が 顕 著 に 働 く 点 を 考 慮 し
、
　 本 考 案 に 最 適 の 水 質 浄 化 方 法 が 誕 生 し た 。 即 ち こ の ト ル マ リ ン 鉱 石 は 、 水 に 接 触 す る と
瞬 時 に 電 気 分 解 を 起 こ し 、 大 量 の 静 電 気 で あ る マ イ ナ ス イ オ ン を 放 出 し 、 更 に ４ ～ １ ４ ミ
ク ロ ン の 遠 赤 放 射 効 果 に 依 り 水 の 分 子 を 細 分 化 し 、 人 間 の 血 液 （ 体 液 ） に と っ て 健 康 上 ベ
ス ト と さ れ る Ｐ Ｈ ７ ． ５ 弱 の ア ル カ リ 水 を 精 製 し 、 塩 素 を 吸 着 分 解 す る の で 、 こ の 方 法 で
処 理 さ れ た 水 道 水 は 健 康 に 寄 与 し 、 塩 素 量 も こ れ 以 上 増 や さ な い で す む 行 政 サ イ ド の 対 策
上 限 界 に 近 い 塩 素 殺 菌 の 弊 害 も な く な り 、 行 政 サ イ ド 一 挙 両 得 の 非 常 に 簡 単 に 水 を 浄 化 で
き る 考 案 で あ る 。 更 に 本 考 案 の 水 道 管 を 通 過 し た 水 は 、 飲 料 水 は 無 論 の 事 、 日 常 の 生 活 用
水 全 般 に 付 い て も 自 然 に や さ し い 無 害 な 水 を 給 排 水 で き る ２ １ 世 紀 の 自 然 環 境 に 多 大 の 貢
献 を も た ら す 画 期 的 考 案 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の 上 水 道 管 の 断 面 図 の 一 部 を 切 り 欠 い た 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 本 発 明 の 樹 脂 管 の 断 面 図 の 一 部 を 切 り 欠 い た 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 水 道 管
　 ２ 　 モ ル タ ル 層
　 ３ 　 樹 脂 被 膜 層
　 ４ 　 樹 脂 管
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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